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“放射線技師の83％がゴリラを見逃した”
By Trafton Drew, Harvard Medical School

人は無意識的に情報を選択している

出典：”The Invisible Gorilla Strikes Again:Sustained Inattentional Blindnessin Expert Observers”, Trafton
Drew, Melissa L.-H. Võ, and Jeremy M. Wolfe, Harvard Medical School.
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人は見たいモノしか見ない

 人の認知には無意識にバイアス（認知バイア
ス）がかかっている。

 特定の集団は特定のバイアスにかかってること
が多い。（専門家バイアス）

 全体俯瞰のためには、異なるバイアスを持つ多
様な人々との協働が必要。

 多様性を活かすのは簡単でない。そのためには
道具（＝方法論）が必要。
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技術による革新

現在
実現可能な目的 目的

技術を活用した Transformation

Transformation

既存の手段

目的

新たに実現できるよう
になった目的

新たな目的を
新たな手段を活用して実現する仕組み

＝アーキテクチャ

新たな手段としての技術
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“つながる”が生み出す価値 = Society5.0
モノと情報のつながり

“つながる”が生み出す価値 = Society5.0
モノと情報のつながり

6shirasaka@keio.jp

mailto:shirasaka@keio.jp


Society 5.0
サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間
（現実空間）を高度に融合させたシステムによ
り、経済発展と社会的課題の解決を両立する、
人間中心の社会（Society）

出典︓内閣府shirasaka@keio.jp 7
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SoSでない場合のシステム
それぞれのシステムで最適になるようにデザイン

System of Systems

システムA

システムB

システムC
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SoSでない場合のシステム︓個別のジャーニー

System of Systems

システムA

システムB

システムC
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実際は、人は横断的につかう。繋がったジャーニー実
現のためにシステムを接続・運用する必要がある。

System of Systems

システムA

システムB

システムC
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Society5.0産業として新たなデジタルアーキテクチャ
「既存の競争領域」に、横通しの「協調領域」が被さること
で、「新たな競争領域」を生み出す。

System of Systems

既存領域からみた
協調領域

新たな
競争領域

既存の競争領域

レイヤー構造を持った産業構造への変化
既存の競争領域から見た協調領域を作り出す
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既存の産業を細分化した非競争領域の誕生と
プラットフォーム化

既存産業のレイヤー化

専門性が不要なためマルチサイドプラットフォーム

タスクの細分化・明確化
当該事業者から見た非競争領域のプラットフォーム化
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既存の産業を細分化した非競争領域の誕生と
プラットフォーム化

既存産業のレイヤー化

専門性が必要なため、雇用して育成を実施

出典：KMユナイテッド Website

タスクの細分化・明確化
当該事業者から見た非競争領域のプラットフォーム化
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既存の産業を細分化した非競争領域の誕生と
プラットフォーム化

既存産業のレイヤー化

専門性が不要なためマルチサイドプラットフォーム

新技術によるタスクの細分化・明確化
当該事業者から見た非競争領域の創出とプラットフォーム化

https://roku-shoku.com/

録食︓ROKU-SHOKU
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例えば、生成AIを新聞に組み込むと
元となる記事は一つであっても、見る人によってその人に
あった見せ方や文章を動的に生成。過去の記事も、時代と
ともに動的にアップデート。

生成AIという手段の活用

ターゲットに合わせた記事を書く
ベースとなる記事を書く

生成AIで記事をターゲットに合わせ
て生成する
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“つながり”による産業構造変革
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“つながり”による産業構造変革

サイバー

フィジカル

サイバー

フィジカル

サイバー

フィジカル
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ビジネスの成熟化によるレイヤー化

ロケット
事業者A

ロケット
事業者B

ロケット
事業者C

射場A 射場B 射場C

ロケットA ロケットB ロケットC

射場A 射場B 射場C
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垂直統合からスタートするのは考えるのが楽だが続かない
将来のレイヤー構造を見越して動くことが重要
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Society5.0時代の新産業の作り方
• そもそも異なる事業分野がつながること

が前提（System of Systems）
– 垂直統合からスタートするのが困難
– ビジネスの確立が見える（ビジネスが成熟す

る）まで待つことができない
• 異業種間の協働ができるかどうかがビジ

ネスを作れるかに直結
– 水平分業化した産業構造を最初からつくる
– シェアよりもマーケット（小さいマーケット

の100%シェアよりも大きなマーケットの
10%シェア）
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Design the future!
www.sdm.keio.ac.jp

Design the future!
www.sdm.keio.ac.jp
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